
2007年度　立命館大学　附属校連携講義・立命館宇治高校

第１１回：公法入門・憲法③＜グループワーク＞

2007.07.12. 　佐藤

はじめに：本日の予定

　1)前々回の総論講義、前回の論点に関する講義を、思い出す。

　2)課題1、課題2、課題3.を行い、結果を提出する

＊設問：週刊文春出版差止事件について地裁判決と高裁判決のいずれを支持するか述べなさい。

前々回講義：公法と私法の区別、基本的人権の内容

前回講義　：表現の自由　→　二重の基準論

　　　　　　プライバシーの権利　→　現代的人権

　　　　　　対立と調整の基準


課題1.　各自で配布した地裁判決と高裁判決を読む。　                    （割当時間：１０分）

［注意］文章を目で追っても「読んだ」ことにはなりません。

　　　「読む」ためには、要点に線を引き、抜書きすることが必要です。

　　　「本当に読む」ためには、疑問、自らの意見、を書き込むことが必要です。

［自らの見解を下に書く］

	支持判決
	理由（一方を支持する理由と、他方を支持しない理由、の両方が必要）

	
	



課題2.　班で、いずれの判決を支持するのかを議論する。                  （割当時間：２０分）

結果を提出用紙に記入する。　　　　　　　　　                  （割当時間：１０分）

［手順］

(1)各自が自らの見解とその理由を発表する。発表内容を以下にメモを取る。

	氏名
	支持判決
	理由

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


(2)班で議論して班の見解を出す。見解を以下にメモする。班長は解答用紙に記入する。

	支持判決
	理由（一方を支持する理由と、他方を支持しない理由、の両方が必要）
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課題3.　両判決共に判断基準は同一でした。

この基準で良いか悪いか班で検討する。　　　                  　（割当時間：１０分）

結果を提出用紙に記入する。　　　　　　　                  　　（割当時間：　５分）

［注意］この課題はかなり高度です。大学の専門演習で検討するレベルになります。

したがって、時間がなければ「課題2」までで終えてもかまいません。

担当教諭の指示に従ってください。
［手順］

(1) 自らの見解を下に書く
	支持判決
	理由（一方を支持する理由と、他方を支持しない理由、の両方が必要）

	
	


(2)各自が自らの見解とその理由を発表する。発表内容を以下にメモを取る。

	氏名
	支持判決
	理由

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


(2)班で議論して班の見解を出す。見解を以下にメモする。班長は解答用紙に記入する。

	支持判決
	理由（一方を支持する理由と、他方を支持しない理由、の両方が必要）

	
	



提出用紙を提出すること。

［次週講義の内容］

　1)班の検討結果を報告する。

　2)班対抗で議論する。

　3)最後に、私から簡単なコメントを述べる。
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